
リハビリテーション科学専攻

Ⅱ．背景・目的

遠隔リハビリゲーム バーチャルリアリティを用いたシミュレーション

超高齢社会にむけて、介護予防の意識の高まりを受け、過疎地域の人材不足を補う必要性が生じている。このた
め、本研究では在宅で、安全・安心にリハビリテーションを継続するための高齢者・障害者のためのICTを用いた
遠隔ヘルスリハビリテーションシステムが求められている。

Virtual Reality（VR）ゲームを用いて、機材はHead Mount Display（HMD）と位置センサーを用いて椅坐位で被験
者の運動データを取得し、その効果を検証する。

高齢者や障害者のバリアーを理解するため、VRを用いてそのバリアー
の課題を解決する手段を考察する支援システム

胸部・腰部にセンサー
を装着

被験者の運動データ
を取得

ゲームのプレイヤーに
動作を反映・操作

ゲームは、馬ゲームと上肢のトレーニングを開発した。対象は、
高齢者、障害者の座位バランス能力改善や上肢動作の回復を、
楽しく集中してリハビリに取り組んでもらう。

VRゲームの利点

・数値による具体的なフィードバックが可能
・データを収集することで遠隔地においても経過を追跡することが可能
・モチベーションを維持しながら、在宅でリハビリテーションが可能

高齢者・障害者の生活支援ための健康・医療・福祉機器開発研究について

高齢者・障害者の生活支援ための健康・医療・福祉機器開発研究について
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寝たきりにさせない ↓座位バランス能力は重要　→ADL自立、歩行自立のため↓座位バランスの中で体幹が重要である↓その体幹をトレーニングするため、VRを用いて在宅でいつでもトレーニング可能にするシステムを開発
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